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令和５年度湖北広域行政事務センター予算（案）の概要 

 

予算規模・概要 

 

 

湖北広域行政事務センターが取り組む新施設整備運営事業は、構想の立案

から８年をかけ、令和３年４月に稼働した「こもれび苑火葬場」に引き続き、

「新一般廃棄物処理施設」の整備、稼働に向けて、令和４年１２月に優先交

渉権者を決定し、２４年間の運営期間を含めた事業契約を締結するため、本

年３月１日には事業仮契約を締結しました。 

本事業は、熱回収（焼却）施設、バイオガス化施設、リサイクル施設、汚

泥再生処理センターを同一敷地内に一括整備し、ＳＤＧｓやゼロカーボンと

いった、今後の社会生活や経済活動の基盤になる考え方を中心に据えた  

「集約型」の施設整備です。 

具体的には、廃棄物処理における施設間連携による「エネルギーの最適化」

と「整備コストの縮減」、「運営の長期安定化」を目指すとともに、脱炭素

化を図る全国でも類をみない先行的なモデル施設を目指す象徴的な事業とな

ります。 

本事業は多額の経費を要しますが『次世代によりよきものを引き継ぐ』こ

とを念頭に、一極集中のメリットとこれまでの施設運営の経験を最大限活用

した効率的な組織運営の検討や、構成市と連携したごみの減量施策の推進、

財政状況の共有を行い、事業を進めてまいります。 

令和５年度予算は、新施設整備事業にかかる各施設の実施設計と用地の造

成工事に着手するほか、残りの稼働期間が最大５年となった現有施設につい

て、環境基準値の遵守は大前提としながらも、過大投資とならないよう維持

管理計画を精査し、必要な予算を計上しました。 

また、既存各施設については、引き続き設備機器の状況の見極めと、ごみ・

し尿発生量の推移の把握により、施設廃止に向けた修繕計画の精査を行って

まいります。特にクリスタルプラザ焼却施設は、環境保全の最重要設備であ
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る排ガス処理設備（バグフィルター）の老朽化対応のため、令和４年度から

３か年にわたって２炉の整備を順次行う必要があります。 

修繕経費のほか、令和４年度から続く原油価格の影響による燃料費、光熱

水費や材料価格の高騰などに伴い、経常的な経費は前年度と比べ約１億円 

（約 37％）の増となっています。 

また、新たな事業として、二酸化炭素排出量削減策として可燃ごみ指定袋

をバイオマス素材に変更するほか、令和４年８月に発生した豪雨で被害を受

けた余呉最終処分場の保全管理などを実施します。 

新施設整備事業経費とあわせ、全体としては令和４年度比約 41.2％増の 

予算規模としており、今後も引き続き効率的かつ安定的な運営を念頭に、１

日もとめられない管内地域の公衆衛生向上のための業務に取り組んでまいり

ます。 
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